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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 
【目的】良性脊索病変（BNCT）はいわゆる通常の脊索腫（Chordoma）の前駆病変と考えられているが、
脊索腫と類似した特徴を示し鑑別に苦慮することが多い。本研究では、両者の画像所見の特徴を調べ、
画像所見が鑑別に有用かどうかを検討した。 
 
【対象】病理診断にて過去に脊索腫と診断された 43例の脊索腫病変を後方視的に検討し、現在の病
理診断基準に則り、病理組織学的に 5例の良性脊索病変と 38例の脊索腫に分類した。磁気共鳴画像、
コンピューター断層画像、断層画像が術前に撮像されていない症例（5例）は検討から除外した。 
 
【方法】これらの病変すべてに対し、１）画像上での骨外進展の有無 ２）コンピューター断層画像
あるいは断層画像での骨変化 ３）磁気共鳴画像 T2強調画像の信号強度 ４）T2強調画像の不均一
性 ５）磁気共鳴画像における造影効果の有無について検討した。Fisher正確検定により、病変が
有する画像的特徴の傾向について統計学的に検討した。 
 
【結果】5例中 4例(80%)の良性脊索病変は骨内に限局していたが、33例中 31例（94%） 
の脊索腫は骨内外両方に存在していた。2）すべての良性脊索病変は種々の骨硬化性変化を示し骨破
壊性変化は認めなかったが、脊索腫は全例において骨破壊性変化を示した。3）すべての良性脊索病
変と 33例中 28例の脊索腫は T2強調画像にて高信号を示した。4）5例中 4例の BNCT、33例中 27例
の脊索腫は T2強調画像にて不均一な信号強度を示した。5）良性脊索病変には全例で造影効果を認め
なかったのに対し、脊索腫は造影剤投与後に様々な程度の造影増強効果を示した。 
 
【結論】放射線学的検討は良性脊索病変と脊索腫の鑑別に寄与すると考えられた。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
良性脊索病変(BNCT)はいわゆる通常の脊索腫(Chordoma)の前駆病変と考えられているが、脊索腫と
類似した特徴を示し鑑別に苦慮することが多い。本研究では、両者の画像所見の特徴を調べ、画像所
見が鑑別に有用かどうかを検討した。 
病理診断にて過去に脊索腫と診断された 43 例の脊索腫病変を後方視的に検討し、現在の病理診断
基準に則り、病理組織学的に 5例の良性脊索病変と 38例の脊索腫に分類した。磁気共鳴画像、コン
ピューター断層画像、断層画像が術前に撮像されないない症例(5例)は検討から除外した。これらの
病変すべてに対し、1)画像上での骨外進展の有無 2)コンピューター断層画像あるいは断層画像での
骨変化 3)磁気共鳴画像 T2強調画像の信号強度 4)T2強調画像の不均一性 5)磁気共鳴画像における造
影効果の有無について検討した。Fisher 正確検定により、病変が有する画像的特徴の傾向について
統計学的に検討した。 
画像を検討した結果、5例中 4例(80%)の良性脊索病変は骨内に限局していたが、33例中 31例(94%)
の脊索腫は骨内外両方に存在していた。すべての良性脊索病変は種々の骨硬化性変化を示し骨破壊性
変化は認めなかったが、脊索腫は全例において骨破壊性変化を示した。すべての良性脊索病変と 33
例中 28例の脊索腫は T2強調画像にて高信号を示した。5例中 4例の BNCT、33例中 27例の脊索腫は
T2 強調画像にて不均一な信号強度を示した。良性脊索病変には全例で造影効果を認めなかったのに
対し、脊索腫は造影剤投与後に様々な程度の造影増強効果を示した。これらの結果は、過去の報告例
に類似するものであった。 
以上のことから、放射線学的検討は良性脊索病変と脊索腫の鑑別に寄与すると考えられた。画像に
より良性脊索病変と脊索腫を鑑別することは治療方針の決定や予後を予測する上で重要であり、今後
益々の臨床応用が期待される。よって本研究は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定さ
れた。 
 
